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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータラインを通じて伝達された複数のデータ信号に対応する映像を表示する表
示パネルと、
　前記複数のデータラインを駆動するデータ駆動部と、
　前記データ駆動部の駆動タイミングを制御するタイミングコントローラと、
　前記複数のデータラインのうち、第１データライングループに一端が接続され、他端か
ら正極性制御電圧または負極性制御電圧を選択的に印加される第１電荷充電部、及び第２
データライングループに一端が接続され、他端から前記正極性制御電圧または前記負極性
制御電圧を選択的に印加される第２電荷充電部を有し、前記タイミングコントローラの制
御に応じて、前記第１データライングループ及び前記第１電荷充電部間の充電及び放電動
作、及び前記第２データライングループ及び前記第２電荷充電部間の充電及び放電動作を
選択的に行う際に、前記第１電荷充電部の他端及び前記第２電荷充電部の他端に前記正極
性制御電圧及び前記負極性制御電圧が選択的に印加されることによって前記第１電荷充電
部及び前記第２電荷充電部が電圧ブースティング動作を行い、前記第１電荷充電部の一端
及び前記第２電荷充電部の一端の電圧がそれぞれ正極性または負極性方向でブースティン
グされるチャージシェアリング部と、を備えることを特徴とする、表示装置。
【請求項２】
　前記チャージシェアリング部は、
　前記データ駆動部と前記複数のデータラインとを選択的に接続させる第１スイッチング
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グループと、
　前記第１データライングループと前記第１電荷充電部とを選択的に接続させる第２スイ
ッチンググループと、
　前記第２データライングループと前記第２電荷充電部とを選択的に接続させる第３スイ
ッチンググループと、
　一端が前記第２スイッチンググループを通じて前記第１データライングループに接続し
、他端から前記正極性制御電圧または前記負極性制御電圧を選択的に印加される前記第１
電荷充電部と、
　一端が前記第３スイッチンググループを通じて前記第２データライングループに接続し
、他端から前記正極性制御電圧または前記負極性制御電圧を選択的に印加される前記第２
電荷充電部と、を備えることを特徴とする、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　複数のデータラインのうち、第１データライングループに一端が接続され、他端から正
極性制御電圧または負極性制御電圧を選択的に印加される第１電荷充電部、及び第２デー
タライングループに一端が接続され、他端から前記正極性制御電圧または前記負極性制御
電圧を選択的に印加される第２電荷充電部を有する表示装置の駆動方法であって、
　前記第１電荷充電部の他端に前記正極性制御電圧が印加されて、前記第１電荷充電部が
電圧ブースティング動作を行うことによって前記第１電荷充電部の一端の電圧が正極性方
向でブースティングされて、前記第１データライングループの電圧レベルを上昇させる段
階と、
　前記第１データライングループに正極性データ信号が供給される段階と、
　前記第１電荷充電部の他端に前記負極性制御電圧が印加されて、前記第１電荷充電部が
電圧ブースティング動作を行うことによって前記第１電荷充電部の一端の電圧が負極性方
向でブースティングされて、前記第１データライングループの電圧レベルを下降させる段
階と、
　前記第１データライングループに負極性データ信号が供給される段階と、を含むことを
特徴とする、表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　前記第２電荷充電部の他端に前記負極性制御電圧が印加されて、前記第２電荷充電部が
電圧ブースティング動作を行うことによって前記第２電荷充電部の一端の電圧が負極性方
向でブースティングされて、前記第２データライングループの電圧レベルを下降させる段
階と、
　前記第２データライングループに負極性データ信号が供給される段階と、
　前記第２電荷充電部の他端に前記正極性制御電圧が印加されて、前記第２電荷充電部が
電圧ブースティング動作を行うことによって前記第２電荷充電部の一端の電圧が正極性方
向でブースティングされて、前記第２データライングループの電圧レベルを上昇させる段
階と、
　前記第２データライングループに正極性データ信号が供給される段階と、をさらに含む
ことを特徴とする、請求項３に記載の表示装置の駆動方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に係り、データラインをチャージシェアリングする技術に関する。
【０００２】
　陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ、ＣＲＴ）の短所である重さ及び体積を
減らしうるような各種の平板表示装置が台頭しつつある。平板表示装置には、液晶表示装
置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ
　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）及び有機発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉ
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ｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ）などがある。
【０００３】
　特に、液晶表示装置は、映像を表示する液晶パネル、及び液晶パネルを駆動するための
駆動部から構成される。また、駆動部は、複数のゲートラインを駆動するゲートドライバ
ー、複数のデータラインを駆動するデータドライバー、及びゲートドライバーとデータド
ライバーを制御するためのタイミングコントローラなどからなる。一方、液晶パネルの液
晶セルに同一の電圧が継続して印加されると、液晶セルの劣化につながるため、フレーム
インバージョン（Ｆｒａｍｅ　Ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ）方式、ラインインバージョン（Ｌｉ
ｎｅ　Ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ）方式、カラムインバージョン（Ｃｏｌｕｍｎ　Ｉｎｖｅｒｓ
ｉｏｎ）方式及びドットインバージョン（Ｄｏｔ　Ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ）方式などのよう
なインバージョン駆動方法が用いられる。このようなインバージョン方式で液晶パネルを
駆動すると、データ信号の極性を反転させ続けなければならず、多量の消費電力を消耗し
てしまう。そのため、チャージシェア回路（Ｃｈａｒｇｅ　Ｓｈａｒｅ　Ｃｉｒｃｕｉｔ
）を用いて正極性データ信号と負極性データ信号との中間レベルを有する電圧にデータラ
インをチャージすることで、データラインの電圧変動幅を減少させている。
【０００４】
　しかしながら、液晶パネルの駆動周波数が高くなるにつれて、正極性データ信号の充電
されたデータラインと、負極性データ信号の充電されたデータラインとを電気的に接続さ
せて両データラインの電位をエコライジングさせる一般的なチャージシェア方式では、デ
ータライン間にチャージシェアが行われるに十分な時間を確保しにくくなってきた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたもので、その目的は、各データライングループに割
り当てられた電荷充電部を通じて短時間でチャージシェアを行うことができる表示装置及
びその駆動方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施例によれば、複数のデータラインを通じて伝達された複数のデータ信号
に対応する映像を表示する表示パネルと、前記複数のデータラインを駆動するデータ駆動
部と、前記データ駆動部の駆動タイミングを制御するタイミングコントローラと、前記複
数のデータラインのうち、第１データライングループに割り当てられた第１電荷充電部、
及び第２データライングループに割り当てられた第２電荷充電部を有し、前記タイミング
コントローラの制御に応じて、前記第１データライングループ、前記第２データライング
ループ、前記第１電荷充電部及び前記第２電荷充電部間の充電及び放電動作を選択的に行
うチャージシェアリング部と、を備える表示装置が提供される。
【０００７】
　また、前記チャージシェアリング部は、前記データ駆動部と前記複数のデータラインと
を選択的に接続させる第１スイッチンググループと、前記第１データライングループと前
記第１電荷充電部とを選択的に接続させる第２スイッチンググループと、前記第２データ
ライングループと前記第２電荷充電部とを選択的に接続させる第３スイッチンググループ
と、一端が前記第２スイッチンググループを通じて前記第１データライングループに接続
し、他端から第１制御電圧を印加される前記第１電荷充電部と、一端が前記第３スイッチ
ンググループを通じて前記第２データライングループに接続し、他端から第２制御電圧を
印加される前記第２電荷充電部と、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の他の実施例によれば、複数のデータラインを通じて伝達された複数のデ
ータ信号に対応する映像を表示する表示パネルと、前記複数のデータラインを駆動するデ
ータ駆動部と、前記データ駆動部の駆動タイミングを制御するタイミングコントローラと
、前記複数のデータラインのうち、第１データライングループに割り当てられた第１電荷
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充電部、及び第２データライングループに割り当てられた第２電荷充電部を有し、かつ前
記タイミングコントローラの制御に応じて、前記第１データライングループ及び前記第１
電荷充電部間の充電及び放電動作と、前記第２データライングループ及び前記第２電荷充
電部間の充電及び放電動作を選択的に行うに際に、前記第１電荷充電部及び前記第２電荷
充電部に正極性制御電圧及び負極性制御電圧が選択的に印加されることによって電圧ブー
スティング動作が行われるチャージシェアリング部と、を備える、表示装置が提供される
。
【０００９】
　また、前記チャージシェアリング部は、前記データ駆動部と前記複数のデータラインと
を選択的に接続させる第１スイッチンググループと、前記第１データライングループと前
記第１電荷充電部とを選択的に接続させる第２スイッチンググループと、前記第２データ
ライングループと前記第２電荷充電部とを選択的に接続させる第３スイッチンググループ
と、一端が前記第２スイッチンググループを通じて前記第１データライングループに接続
し、他端から前記正極性制御電圧または前記負極性制御電圧を選択的に印加される前記第
１電荷充電部と、一端が前記第３スイッチンググループを通じて前記第２データライング
ループに接続し、他端から前記正極性制御電圧または前記負極性制御電圧を選択的に印加
される前記第２電荷充電部と、を備えることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明のさらに他の実施例によれば、複数のデータラインのうち、第１データラ
イングループに電気的に接続している第１電荷充電部、及び第２データライングループに
電気的に接続している第２電荷充電部を有する表示装置の駆動方法であって、前記第１電
荷充電部に正極性制御電圧を印加して前記第１データライングループの電圧レベルを上昇
させる段階と、前記第１データライングループに正極性データ信号を駆動する段階と、前
記第１電荷充電部に負極性制御電圧を印加して前記第１データライングループの電圧レベ
ルを下降させる段階と、前記第１データライングループに負極性データ信号を駆動する段
階と、を含む、表示装置の駆動方法が提供される。
【００１１】
　また、上記表示装置の駆動方法は、前記第２電荷充電部に前記負極性制御電圧を印加し
て前記第２データライングループの電圧レベルを下降させる段階と、前記第２データライ
ングループに負極性データ信号を駆動する段階と、前記第２電荷充電部に前記正極性制御
電圧を印加して前記第２データライングループの電圧レベルを上昇させる段階と、前記第
２データライングループに正極性データ信号を駆動する段階と、をさらに含むことを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る表示装置及びその駆動方法は、下記のような効果を奏する。
【００１３】
　各データライングループに割り当てられた電荷充電部を通じて短時間でチャージシェア
が行えるため、データ信号駆動時に発生する消耗電流を低減することが可能になる。
【００１４】
　また、各データライングループに割り当てられた電荷充電部に正極性制御電圧及び負極
性制御電圧を選択的に印加して電圧ブースティング動作を発生させるため、チャージシェ
ア動作がより迅速になる。
【００１５】
　また、正極性データ信号及び負極性データ信号のレベルに従って電荷充電部の充電量が
相対的に調節されるため、絶対的なレベルにチャージシェアリングが行われた場合に比べ
て、余分の電流消耗を低減することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施例に係る表示装置を示す構成図である。
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【図２】図１の表示装置におけるチャージシェアリング部の具体的な実施例を示す図であ
る。
【図３】本発明の実施例に係る表示装置の主要動作を示すタイミング図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者が、本発明の技術的思
想を容易に実施できる程度に詳細に説明するために、本発明の実施例を、添付の図面を参
照しつつ説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の実施例に係る表示装置を示す構成図であり、図２は、図１の表示装置
におけるチャージシェアリング部の具体的な実施例を示す図である。
【００１９】
　図１及び図２を参照すると、本発明の実施例に係る表示装置は、表示パネル１０と、ゲ
ート駆動部２０と、データ駆動部３０と、タイミングコントローラ４０と、チャージシェ
アリング部５０と、を備える。本実施例に係る表示装置では、提案しようとする技術的思
想を明確に説明するための簡略な構成のみを示している。
【００２０】
　表示パネル１０は、複数のゲートラインＧＬ１～ＧＬｎと複数のデータラインＤＬ１～
ＤＬｍとが交差する領域に画素領域が定義されている。本実施例では、表示パネル１０と
して、それぞれの画素が液晶セルで構成された液晶パネルを挙げて説明する。すなわち、
図示してはいないが、それぞれの画素は、ゲートラインＧＬとデータラインＤＬとの交差
領域に形成された薄膜トランジスタ、及び薄膜トランジスタの制御に応じてデータ信号を
選択的に取り込む液晶セルで構成される。表示パネル１０は、複数のデータラインＤＬ１
～ＤＬｍを通じて伝達された複数のデータ信号に対応する映像を表示する。
【００２１】
　ゲート駆動部２０は、複数のゲートラインＧＬ１～ＧＬｎを駆動する。すなわち、ゲー
ト駆動部２０は、タイミングコントローラ４０から出力されるゲート制御信号ＧＣＳの制
御に応じて、複数のゲートラインＧＬ１～ＧＬｎにスキャン信号を順次に供給する。
【００２２】
　データ駆動部３０は、複数のデータラインＤＬ１～ＤＬｍを駆動する。すなわち、デー
タ駆動部３０は、タイミングコントローラ４０から出力されるデータ制御信号ＤＣＳの制
御に応じて、ゲートラインＧＬが活性化する度に、複数のデータラインＤＬ１～ＤＬｍに
複数のデータ信号をそれぞれ供給する。
【００２３】
　タイミングコントローラ４０は、ゲート駆動部２０及びデータ駆動部３０の駆動タイミ
ングを制御する。すなわち、タイミングコントローラ４０は、外部のシステムから供給さ
れた同期信号Ｖｓｙｎｃ、Ｈｓｙｎｃ、データイネーブル信号ＤＥ及びクロック信号ＣＬ
Ｋ中、少なくとも２個を用いてゲート駆動部２０を制御するゲート制御信号ＧＣＳと、デ
ータ駆動部３０を制御するデータ制御信号ＤＣＳとを生成する。また、タイミングコント
ローラ４０は、外部のシステムから供給されたデータＶ＿ＤＡＴＡを整列してデータ駆動
部３０に供給する。ちなみに、ゲート制御信号ＧＣＳは、ゲートスタートパルス信号、ゲ
ートシフトクロック信号及びゲート出力イネーブル信号を含む。また、データ制御信号Ｄ
ＣＳは、ソーススタートパルス信号、ソースシフトクロック信号及びソース出力イネーブ
ル信号を含む。
【００２４】
　一方、チャージシェアリング部５０は、第１スイッチンググループ５１と、第２スイッ
チンググループ５４と、第３スイッチンググループ５５と、第１電荷充電部５２と、第２
電荷充電部５３と、で構成される。ちなみに、チャージシェアリング部５０は、データ駆
動部３０に集積して形成されることが可能であり、また表示パネル１０に形成されること
が可能である。



(6) JP 5738824 B2 2015.6.24

10

20

30

40

50

【００２５】
　第１スイッチンググループ５１は、データ駆動部３０と複数のデータラインＤＬ１～Ｄ
Ｌｍとを選択的に接続させる。第１電荷充電部５２は、複数のデータラインＤＬ１～ＤＬ
ｍのうち、第１データライングループに割り当てられ、第２電荷充電部５３は、第２デー
タライングループに割り当てられる。すなわち、第２スイッチンググループ５４は、第１
データライングループと第１電荷充電部５２とを選択的に接続させ、第３スイッチンググ
ループ５５は、第２データライングループと第２電荷充電部５３とを選択的に接続させる
。そのため、データラインＤＬ１～ＤＬｍは第２スイッチンググループ５４及び第３スイ
ッチンググループ５５のスイッチング動作によって第１データライングループと第２デー
タライングループとに区別される。データライングループの区別は、タイミングコントロ
ーラ４０の制御によって決定されるが、本実施例では、奇数及び偶数データライン別にグ
ループを区別した。このようなグループの区別は実施例によって異なってもよい。
【００２６】
　チャージシェアリング部５０は、タイミングコントローラ４０の制御に応じて、第１デ
ータライングループ及び第１電荷充電部５２間の充電及び放電動作と、第２データライン
グループ及び第２電荷充電部５３間の充電及び放電動作を選択的に行う。この時、第１電
荷充電部５２及び第２電荷充電部５３に正極性制御電圧ＶＤＤ及び負極性制御電圧ＶＧＬ
が選択的に印加されることによって特定時点に電圧ブースティング動作が行われる。正極
性制御電圧ＶＤＤは、ポジティブ電圧レベルを有する電圧であり、本実施例では外部から
供給される電源電圧とした。また、負極性制御電圧ＶＧＬは、ネガティブ電圧レベルを有
する電圧であり、本実施例ではゲートラインをプルダウン駆動するネガティブ電圧とした
。
【００２７】
　図３は、本発明の実施例に係る表示装置の主要動作を示すタイミング図である。
【００２８】
　図１乃至図３を参照して、本発明の実施例に係る表示装置及びチャージシェアリング部
５０の細部構成及び主要動作をより詳しく説明する。
【００２９】
　図２に代表として示すように、第１データラインＤＬ１及び第３データラインＤＬ３を
第１データライングループと定義し、第２データラインＤＬ２及び第４データラインＤＬ
４を第２データライングループと定義するとする。すなわち、第２スイッチンググループ
５４の第１スイッチＳＷ１＿１及び第３スイッチＳＷ１＿３がターンオン（ＴＵＲＮ　Ｏ
Ｎ）するから、第１データラインＤＬ１及び第３データラインＤＬ３が第１データライン
グループと定義される。また、第３スイッチンググループ５５の第２スイッチＳＷ２＿２
及び第４スイッチＳＷ２＿４がターンオン（ＴＵＲＮ　ＯＮ）するから、第２データライ
ンＤＬ２及び第４データラインＤＬ４が第２データライングループと定義される。
【００３０】
　まず、第１データライングループには正極性データ信号Ｐが供給され、同時に第２デー
タライングループには負極性データ信号Ｎが供給される。次に、第１データライングルー
プには負極性データ信号Ｎが供給され、第２データライングループには正極性データ信号
Ｐが供給される。すなわち、第１データライングループ及び第２データライングループに
は正極性及び負極性データ信号が交互に供給される。
【００３１】
　チャージシェアリング部５０は、第１及び第２データライングループに正極性及び負極
性データ信号が交互に供給される区間の間に、第１電荷充電部５２を用いて、正極性デー
タ信号が供給された第１データライングループを、正極性データ信号よりも低く且つ負極
性データ信号よりも高いレベルに下降させる。また、チャージシェアリング部５０は、第
２電荷充電部５３を用いて、負極性データ信号が供給された第２データライングループを
、負極性データ信号よりも高く且つ正極性データ信号よりも低いレベルに上昇させる。す
なわち、チャージシェアリング部５０は、チャージシェアリング動作を通じて、第１及び
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２データライングループを、正極性データ信号のレベルと負極性データ信号のレベルとの
間のレベル（一般に、正極性データ信号と負極性データ信号との中間レベル）に維持させ
る。これにより、第１及び２データライングループに再び正極性及び負極性データ信号を
駆動する時に、信号のスイング大きさを減少させることで、電流消耗を低減することがで
きる。
【００３２】
　第１電荷充電部５２は、一端が第１データライングループに接続し、他端から正極性制
御電圧ＶＤＤまたは負極性制御電圧ＶＧＬを選択的に印加される。すなわち、第１電荷充
電部５２は、一端が第１データライングループに接続した第１キャパシタＣ１、及び複数
の第１スイッチＳＷ３＿１，ＳＷ３＿２で構成される。ここで、複数の第１スイッチＳＷ
３＿１，ＳＷ３＿２は、第１キャパシタＣ１の他端に正極性制御電圧ＶＤＤ及び負極性制
御電圧ＶＧＬを選択的に印加する。
【００３３】
　第２電荷充電部５３は、一端が第２データライングループに接続し、他端から正極性制
御電圧ＶＤＤまたは負極性制御電圧ＶＧＬを選択的に印加される。すなわち、第２電荷充
電部５３は、 一端が第２データライングループに接続した第２キャパシタＣ２、及び複
数の第２スイッチＳＷ４＿１，ＳＷ４＿２で構成される。ここで、複数の第２スイッチＳ
Ｗ４＿１，ＳＷ４＿２は、第２キャパシタＣ２の他端に正極性制御電圧ＶＤＤ及び負極性
制御電圧ＶＧＬを選択的に印加する。
【００３４】
　第１データライングループと第１電荷充電部５２間のチャージシェアリング動作につい
て詳細に説明すると、下記の通りである。
　まず、第１キャパシタＣ１の他端に負極性制御電圧ＶＧＬが印加されており、第１デー
タライングループには負極性データ信号が供給されているとする。
【００３５】
　ここで、第１キャパシタＣ１の他端に正極性制御電圧ＶＤＤが印加されると、第１キャ
パシタＣ１の一端、すなわち、第１データライングループに接続しているノードの電圧レ
ベルが、電荷ポンピング動作によってポジティブ方向にブースティングされる。そのため
、第１データライングループの電圧レベルが一定レベル上昇する。すなわち、第１キャパ
シタＣ１と第１データライングループ間のチャージシェアリング動作が行われることで、
第１データライングループの電圧レベルが一定レベル上昇する。
【００３６】
　次に、第１データライングループに正極性データ信号が供給されると、第１データライ
ングループの電圧レベルが正極性データ信号のレベルまでさらに上昇する。この時、第１
キャパシタＣ１は、正極性データ信号によって一定レベルに充電される。
【００３７】
　次に、第１キャパシタＣ１の他端に負極性制御電圧ＶＧＬが印加されると、第１キャパ
シタＣ１の一端、すなわち、第１データライングループに接続しているノードの電圧レベ
ルが、電荷ポンピング動作によってネガティブ方向にブースティングされる。そのため、
第１データライングループの電圧レベルが一定レベル下降する。すなわち、第１キャパシ
タＣ１と第１データライングループ間のチャージシェアリング動作が行われることで、第
１データライングループの電圧レベルが一定レベル下降する。
【００３８】
　また、第２データライングループと第２電荷充電部５３間のチャージシェアリング動作
について詳細に説明すると、下記の通りである。
【００３９】
　まず、第２キャパシタＣ２の他端に正極性制御電圧ＶＤＤが印加されており、第２デー
タライングループには正極性データ信号が供給されているとする。
【００４０】
　次に、第２キャパシタＣ２の他端に負極性制御電圧ＶＧＬが印加されると、第２キャパ
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シタＣ２の一端、すなわち、第２データライングループに接続しているノードの電圧レベ
ルが、電荷ポンピング動作によってネガティブ方向にブースティングされる。そのため、
第２データライングループの電圧レベルが一定レベル下降する。すなわち、第２キャパシ
タＣ２と第２データライングループ間のチャージシェアリング動作が行われることで、第
２データライングループの電圧レベルが一定レベル下降する。
【００４１】
　次に、第２データライングループに負極性データ信号が供給されると、第２データライ
ングループの電圧レベルが負極性データ信号のレベルまでさらに下降する。この時、第２
キャパシタＣ２は負極性データ信号によって一定レベルに充電される。
【００４２】
　次に、第２キャパシタＣ２の他端に正極性制御電圧ＶＤＤが印加されると、第２キャパ
シタＣ２の一端、すなわち、第２データライングループに接続しているノードの電圧レベ
ルが、電荷ポンピング動作によってポジティブ方向にブースティングされる。そのため、
第２データライングループの電圧レベルが一定レベル上昇する。すなわち、第２キャパシ
タＣ２と第２データライングループ間のチャージシェアリング動作が行われることで、第
２データライングループの電圧レベルが一定レベル上昇する。
【００４３】
　第１キャパシタＣ１及び第２キャパシタＣ２は正極性データ信号及び負極性データ信号
のレベルに従って充電レベルが変わるので、正極性データ信号及び負極性データ信号のレ
ベルが変更されても、チャージシェアリング以降にデータラインの電圧が過度に上昇した
り下降したりすることを防止することができる。すなわち、正極性データ信号及び負極性
データ信号のレベルに従って第１キャパシタＣ１及び第２キャパシタＣ２の充電量が相対
的に調節されるから、絶対的なレベルにチャージシェアリングが行われた場合に比べて、
余分の電流消耗を低減することができる。
【００４４】
　また、本実施例では、第１電荷充電部５２に印加される第１制御電圧が、正極性制御電
圧ＶＤＤ及び負極性制御電圧ＶＧＬを各動作区間別に用いた。第２電荷充電部５３に印加
される第２制御電圧も、正極性制御電圧ＶＤＤ及び負極性制御電圧ＶＧＬを各動作区間別
に用いた。第１制御電圧及び第２制御電圧に用いられる電圧レベルの大きさ及び電圧の種
類は、実施例によって様々に構成すればよい。
【００４５】
　すなわち、上述したように、複数のデータラインのうち、第１データライングループに
電気的に接続している第１電荷充電部、及び第２データライングループに電気的に接続し
ている第２電荷充電部を有する表示装置は、第１電荷充電部に正極性制御電圧を印加して
第１データライングループの電圧レベルを上昇させる段階と、第１データライングループ
に正極性データ信号を駆動する段階と、第１電荷充電部に負極性制御電圧を印加して第１
データライングループの電圧レベルを下降させる段階と、第１データライングループに負
極性データ信号を駆動する段階と、により駆動される。また、表示装置は、第２電荷充電
部に負極性制御電圧を印加して第２データライングループの電圧レベルを下降させる段階
と、第２データライングループに負極性データ信号を駆動する段階と、第２電荷充電部に
正極性制御電圧を印加して第２データライングループの電圧レベルを上昇させる段階と、
第２データライングループに正極性データ信号を駆動する段階と、により駆動される。
【００４６】
　要するに、本発明の実施例に係る表示装置は、各データライングループに割り当てられ
た電荷充電部を用いて短時間でチャージシェアを行い、データ信号駆動時に発生する電流
消耗を低減することができる。また、各データライングループに割り当てられた電荷充電
部に正極性制御電圧及び負極性制御電圧を選択的に印加して電圧ブースティング動作を発
生させるため、チャージシェア動作がより迅速に行われる。
【００４７】
　以上説明した本発明は、上述の実施例及び添付の図面に限定されるものではなく、本発
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明の技術的思想から逸脱しない範囲内で様々な置換、変形及び変更が可能であるというこ
とは、当業者にとっては明らかである。
【符号の説明】
【００４８】
　　１０　　表示パネル
　　２０　　ゲート駆動部
　　３０　　データ駆動部
　　４０　　タイミングコントローラ
　　５０　　チャージシェアリング部
　　５１　　第１スイッチンググループ
　　５２　　第１電荷充電部
　　５３　　第２電荷充電部
　　５４　　第２スイッチンググループ
　　５５　　第３スイッチンググループ

【図１】

【図２】

【図３】
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